
平成１９年６月１１日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第１回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

５月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

５月１日から５月３１日までに、県内の集出荷場等から野菜１６検体を採取し、残留

農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １６ ふき(10)、小玉すいか(10)

合 計 １６

・検体入手先は、県内８ＪＡ、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

ふ き：アセタミプリド、アセフェート、プロシミドン等全１１７成分

小玉すいか：アセタミプリド、ジエトフェンカルブ、プロシミドン等全１５３成分



平成１９年７月２６日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第２回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

６月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

６月１日から６月３０日までに、県内の集出荷場等から野菜１６検体を採取し、残留

農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １６ ミニトマト(10)、レタス(6)

合 計 １６

・検体入手先は、県内３ＪＡ、３出荷団体

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

ミニトマト：アセタミプリド、ジエトフェンカルブ、プロシミドン等全１３４成分

レ タ ス：アセタミプリド、フェンバレレート、トルフャンピラド等全１６０成分



平成１９年８月１５日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第３回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

７月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

７月１日から７月３１日までに、県内の集出荷場等から野菜２０検体を採取し、残留

農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 ２０ ごぼう(10)、キャベツ(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内５ＪＡ、１市場

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

ご ぼ う：アセタミプリド、ジエトフェンカルブ、プロシミドン等全１３４成分

キャベツ：アセタミプリド、プロシミドン、ホスチアゼート等全１５９成分



平成１９年９月２６日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第４回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

８月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

８月１日から８月３１日までに、県内の集出荷場等から野菜・果樹各１０検体を採取

し、残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １０ えだまめ(10)

果 樹 １０ すもも(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内４ＪＡ、１出荷組合

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

えだまめ：シペルメトリン、ペルメトリン、マラチオン等全１４２成分

す も も：アセタミプリド、クレソキシムメチル、ブプロフェジン等全１１２成分



平成１９年１０月１１日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第５回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

９月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

９月１日から９月３０日までに、県内の集出荷場等から野菜２０検体を採取し、残留

農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 ２０ オクラ(10) ナス(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内９ＪＡ、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

オクラ：アセタミプリド、クロルフェナピル、プロシミドン等全１３３成分

ナ ス：ジエトフェンカルブ、テブフェンピラド、ペルメトリン等全１５６成分



平成１９年１１月２２日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第６回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

１０月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

１０月１日から１０月３１日までに、県内の集出荷場等から農産物２０検体を採取し、

残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

ただし、生産者が使用していない農薬成分デルタメトリン及びトラロメトリンが検出

されました。残留基準値以内で安全性には問題はありませんが、原因究明のため、同一

ほ場のキュウリの残留農薬(再分析)、農薬以外に使用した生産資材の成分検査を実施し

ましたが、いずれからも検出されず、原因の特定には至りませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １０ きゅうり(10)

果 樹 １０ りんご(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内５ＪＡ、１市場、２直売所、３生産者団体

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

きゅうり：アセタミプリド、クロルフェナピル、プロシミドン等全１５３成分

りんご ：イプロジオン、クロルピリホス、トリフロキシストロビン等全１４８成分



平成１９年１２月２６日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第７回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

１１月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

１１月１日から１１月３０日までに、県内の集出荷場等から農産物２０検体を採取し、

残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

果 樹 １０ キウィフルーツ(10)

工芸作物 １０ こんにゃくいも(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内５ＪＡ、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

・キウィフルーツ

アセタミプリド、クロルフェナピル、マラチオン等全１２３成分

・こんにゃくいも

イプロジオン、トリフルミゾール、ベンフラカルブ等全１０２成分



平成２０年１月１１日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第８回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

１２月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

平成１９年１２月１日から１２月末日までに、県内の集出荷場等から農産物１０検体

を採取し、残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １０ ほうれんそう(10)

合 計 １０

・検体入手先は、県内５ＪＡ、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

・ほうれんそう

イミダクロプリド、シマジン、プロシミドン等 全１２９成分



平成２０年１月１５日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第９回）

（県産「しゅんぎく」からの残留農薬の基準値超過について）

群馬県が農薬適正使用条例に基づき実施している農産物等安全検査において、下記のと

おり、ＪＡ太田市及びＪＡ赤堀町から採取した「しゅんぎく」から、食品衛生法の残留基

準値を超える農薬成分が検出されたため、県は生産者や出荷団体である当該ＪＡに対して、

出荷自粛及び回収等を要請するとともに、原因究明を行っています。

記

１ 基準超過事案概要

(1) 事案 １

・品名 しゅんぎく

・採取年月日 平成２０年１月７日

・採取場所 ＪＡ太田市野菜集送センター（出荷団体：ＪＡ太田市）

・生産者 ＪＡ太田市管内の一農家

・検出値 イプロベンホス０．０９ｐｐｍ（残留基準０．０１ｐｐｍ）

・出荷量 ６キログラム（150グラム× 20袋× 2ケース～１／７）
３０キログラム（150グラム× 20袋×１０ケース～１／８以降）

・結果判明日 平成２０年１月１３日（検査機関：県食品安全検査センター）

(2) 事案 ２

・品名 しゅんぎく

・採取年月日 平成２０年１月７日

・採取場所 ＪＡ赤堀町本所（出荷団体：ＪＡ赤堀町）

・生産者 ＪＡ赤堀町管内の一農家

・検出値 カズサホス０．０２ｐｐｍ（残留基準０．０１ｐｐｍ）

・出荷量 ５６キログラム（200グラム× 20袋× 14ケース～１／７）
１３６キログラム（200 グラム× 20 袋× 34 ケース～１／８以降）

・結果判明日 平成２０年１月１３日（検査機関：県食品安全検査センター）

２ 県及び生産者等の対応

(1) 平成２０年１月１３日に、県は、当該生産者や当該ＪＡに対して、しゅんぎくの出
荷自粛及び回収等を要請しました。

(2) 当該生産者はしゅんぎくの出荷を自主的に停止するとともに、当該ＪＡは出荷先で

ある市場に対し、しゅんぎくの回収を行っています。

(3) 平成２０年１月１３日以降、県（農業事務所）は原因究明及び再発防止のため、当



該生産者や当該ＪＡに対し聞き取り調査等を実施しておりますが、まだ２件とも原因

の特定には至っていません。

(4) まず原因の究明に努めると共に、各農業事務所及びＪＡが実施する講習会等を通じ

て、しゅんぎくの生産者に対し農薬適正使用の指導をさらに徹底します。

３ 安全性について

食品安全情報のクラス分類：クラス３

２件とも通常の食生活において、人の健康に直ちに影響を及ぼすことは考えられませ

ん。

（参考）
１ イプロベンホスについて

(1)名称：イプロベンホス（商品名：キタジンＰ粉剤 等）
(2)用途：殺菌剤（有機リン系）

稲のいもち病等に用いられている。適用作物は稲のみであり、しゅんぎくに対す
る登録はない。

(3)１日摂取許容量（ＡＤＩ）：０．００３ｍｇ／ｋｇ体重／日

２ カズサホスについて
(1)名称：カズサホス（商品名：ラグビーＭＣ粒剤 等）

(2)用途：殺虫剤（有機リン系）
キャベツ・だいこんのネグサレセンチュウ、きゅうり・トマト・なすのネコブセンチュ

ウ等に幅広く用いられている。ただし、しゅんぎくに対する登録はない。
(3)１日摂取許容量（ＡＤＩ）：０．０００２５ｍｇ／ｋｇ体重／日

３ 安全性の判断根拠
(1)イプロベンホス

今回の検出量は、体重５０ｋｇの人に換算すると当該品を約１．７ｋｇ一生涯、毎日、

食べ続けても健康に影響がないとされている量である。
(2)カズサホス

今回の検出量は、体重５０ｋｇの人に換算すると当該品を約０．６ｋｇ一生涯、毎日、
食べ続けても健康に影響がないとされている量である。

(3)平成１０～１２年の国民栄養調査によれば、一日あたりの日本人のしゅんぎくの平均 摂
取量は２．５ｇである。

４ 食品安全情報のクラス分類について

農薬事案について報道機関へ情報提供を行う場合には、「食品安全情報の提供方法に関する
要領」に基づき、食品安全課が、情報提供課と協議の上、食品安全情報のクラス分類を行うこ

とになっている。
食品安全情報は、当該情報に係る食品等の摂取により想定される健康被害の程度に応じて３

つのクラスに分類される。

クラス１：当該情報に係る食品等の摂取又は使用等が、重篤な健康被害又は死亡の原因と

なり得る場合
クラス２：当該情報に係る食品等の摂取又は使用等が、一時的な健康被害若しくは医学 的に

治癒可能な健康被害の原因となる可能性があるか、又は重篤な健康被害のおそれはま
ず考えられない場合

クラス３：当該情報に係る食品等の摂取又は使用等が、健康被害の原因となるとはまず考
えられない場合



平成２０年３月１３日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第１０回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

１月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

１月４日から１月３１日までに、県内の集出荷場等から農産物２０検体を採取し、残

留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、やまといもについては、食品衛生法に定める基準値を超えた検体はあり

ませんでした。しょんぎくについては、１月１５日に公表済みです

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 ２０ しゅんぎく(10) やまといも(10)

合 計 ２０

・検体入手先は、県内５ＪＡ、１市場

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

しゅんぎく：イプロベンホス、カズサホス、ジアゾファミド等全１４２成分

やまといも：アセフェート、ダイアジノン、ホスチアゼート等全５３成分



平成２０年３月２８日
担 当：農政課生産環境室

植物防疫グループ
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第１１回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

２月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

平成２０年２月１日から２月末日までに、県内の集出荷場等から農産物１４検体を採

取し、残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 １４ いちご(14)

合 計 １４

・検体入手先は、県内４ＪＡ、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

いちご

アセタミプリド クレソキシムメチル トリフルミゾール 等 全１４４成分



平成２０年４月８日
担 当：技術支援課生産環境室

植物防疫係
問い合わせ先：内線 ３０３８

農産物等安全検査の結果について（第１２回）

群馬県では「農薬適正使用条例」に基づき、本県産農産物の安全を確保するため、出荷

前農産物の残留農薬検査を実施しています。

３月の検査結果は次のとおりです。

１ 検査概要

平成２０年３月１日から３月３１日までに、県内の集出荷場等から農産物２４検体を

採取し、残留農薬について検査を実施しました。

検査の結果、食品衛生法の残留基準を超過したものはありませんでした。

区 分 検体数 検 査 品 目

野 菜 ２４ にら(10) トマト(14)

合 計 ２４

・検体入手先は、県内７ＪＡ、１市場、１直売所

２ 検査機関

群馬県食品安全検査センター（前橋市上沖町３７８）

３ 検査項目

・にら

アセタミプリド シマジン フェノブカルブ 等 全１３８成分

・トマト

イミドクロプリド フルバリネート フェンヘキサミド 等 全５９成分


